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「はたらく」を支える技術

• 労働人口の減少を見据えて「はたらきやすい環境」の実現を支える技術
• 「新しい日常」を踏まえた「はたらきかた」を支える技術
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社会参加⽀援技術

障害者向けバーチャル着装技術

⾃らが属する組織や社会に貢献する「はたらく」という活動に
やりがいや⽣きがいを持って取り組む⼈間の

技能と意欲を⾼める技術の研究開発

SLAM技術
• 基本的には製品を利⽤
• モデリング効率化＋意味情報付加（AIセンターと連携して研究開発中）

屋内測位技術
• 相対測位（コア技術 xDR）
• 統合測位（活⽤技術・ノウハウ）

作業認識技術（研究開発ステージ）
• AIを⽤いた作業分類技術

チームの研究活動に⽤いている各種技術

⾏動計測技術

GOV社製IoHセンサ
（⼿⾜運動計測＋RFIDリーダー）

⾏動計測デバイス
（体幹運動計測＋BLEビーコン受信）

★差別化ポイント

⼿持ちLiDAR (ZEB-HORIZON）+ SLAM技術
• ヘッダが回転しながら全⽅位の距離データを取得
• オプションカメラで⾊付き点群も取得可能 全⽅位カメラ

＋SLAM技術

環境計測技術

可視化技術
ディジタルツイン同期再⽣
• 現場で何が起きているかを確認
• ⾒た⽬のインパクトはあるがこれだけで

何かできるわけではない

指標設計・分析
⾏動計測に基づく定量分析
• 本来業務エリア滞在率
• 歩⾏距離（⾝体負荷）

実際には現場ごとに追加の指標設計が必要．
サービスプロセス研究の本質的な取り組み．
現場と⼀緒に取り組む（ノウハウ蓄積）

★差別化ポイント

専⾨以外の技術も活⽤して包括的に結果を出せる
研究開発体制をチームで構築 ★差別化ポイント

⾏動計測に基づく
従業員⾏動シミュレーション
(現在のチーム重点化研究テーマ）

• 各従業員の移動速度パラメータ抽出
• 各従業員のピッキング時間パラメータ抽出
• 実測パラメータを⽤いたエージェントベース

シミュレーションで改善案を事前評価

★差別化ポイント
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スキル訓練⽤VR

⾏動計測⽤ VR
Service Field Simulator

障害者向けバーチャル着装技術
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（物流倉庫の例）

チームのプロジェクト

人間拡張研究における位置づけ
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